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指擁され、 1)また実験的にも、界面活性剤費着嘆の気体膜ー膨張膜相転移(函 1B) に誘起されて非譲
れ薄摸転移がおこることを、筆者らの研究室が見出した{函 lC、D)。むこの薄膜は、室温付近では
界面活性期と油が液体に近い状態で準合した現合膨張薄膜の状態 (G)にあるが、降逼すると国体に近









yAOcos (ポ与o)+y叫 OS(ポ与石)=YAW-7 、 ?????? ??





τ=ι咋y(乎r+ V(I(X)] (2) 
??????
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